
日々 の暮らしで世界が変わる
ＳＤＧｓを意識した生活実践
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日
本
語
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と
「
持
続
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能

な
開
発
目
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成
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る
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９
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カ
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が
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２
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３
０
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で
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す
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た
め
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げ
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の
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。
17
の
大
き

な
目
標
（
表
紙
参
照
）
と
、
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れ
を
達

成
す
る
た
め
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体
的
な
１
６
９
の
タ
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ゲ
ッ
ト
で
構
成
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れ
て
い
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す
。
世
界

中
で
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
美

し
い
環
境
・
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会
を
残
し
な
が
ら
発
展

し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

変
わ
り
始
め
た
今
だ
か
ら
こ
そ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

っ
て
今
ま
で
の
生
活
は
一
変
し
ま
し

た
。
３
つ
の
密
を
避
け
る
こ
と
や
、
新

し
い
生
活
様
式
の
実
践
な
ど
、
暮
ら
し

方
そ
の
も
の
に
大
き
な
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
暮
ら
し
方
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
捉
え
、
未
来
に
向

け
た
新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
せ
ん
か
。

●�地域課題解決型の学習講座を�
受講する

日々の積み重ねが大切です。身近なところから取り組んで

●�天気の良い日は徒歩や自転
車で通勤・通学、買い物へ

●�家事の分担や、役員決めなどで
男女バランスを考える

●�節水に努める、油を流さずに�
拭き取る

●�いじめや差別をしない、させない●�不要な残業をしない、休暇を
行使する
●地元の商店で地元産を買う

●�家具の転倒防止対策や防災グッズ
を用意する

　フードバンクまえばし（大手町二丁目）は、寄付された
保存可能な食品を、支援が必要な家庭に届けています。
賞味期限が１カ月以上残っている次の食品の寄付を同
所で随時受け付け。前橋総合運動公園や前橋中央郵便局
（城東町一丁目）などにも食品回収ボックスを設置して
います。詳しくは本市ホームページをご覧ください。
対象＝米、菓子、乾麺、カップ麺、ジュース・お
茶などの飲料、調味料、食用油、レトルト食
品、缶詰、その他常温で保存可能な食品

●�フードバンクへの食品寄付

フードバンクまえばし ☎０２７‐２２６‐１５９１
　世界一若い国・南スーダン。国内の不安定な情勢の影
響で400万人以上の難民・国内避難民がいると言われて
います。ＪＩＣＡ南スーダン事務所ではスポーツを通じた平
和促進を掲げ、本市もこれに貢献するため、
同国選手の長期合宿を受け入れています。

●南スーダン選手の長期合宿
受け入れ

スポーツ課 ☎027-898-5832

●�建築やＤＩＹで県内・市内産の
木材を選ぶ

※�一部の機器は助成が受けられる
場合があります。

●省エネ機器などを選ぶ、導入する

　食品ロスは日本で年間
612万t発生していると言
われています。これは、日
本の米の収穫量778万tの
およそ8割。本市でも、生ご
み2万3,000tのうち、食品
ロスは3,000t以上です。食べ残しを減らすことを心掛け
ましょう。本市ホームページでは、市内で食品
ロス削減に積極的に取り組む店舗などを「食
べきり協力店」として紹介しています。

●料理を余らせない、残さない

ごみ減量課 ☎027-898-6272

　まえばし23地区別ウオーキングマップでは、市内23地
区ごとに食生活改善推進員や保健推進員がお勧めコース

を設定。各地区の見どころも掲載し
ているので、楽しみながらウオーキ
ングできます。一部地区のコースは
本市公式YouTubeチャ
ンネルで動画を公開し
ています。

●ウオーキングマップを使って運動

健康増進課 ☎027-220-5708

　ＳＤＧｓは世界中で取り組む、規模の大きな話に思う
かもしれません。しかし実際には、細かく見ていくと、一
人一人が身の回りから行動を起こせるものがほとんど

です。本市で実施していることや、すぐに取り組める例
は次のとおり。今この瞬間から始めて継続することが、
よりよい未来にきっとつながります。

●�毛皮や牙などを使った製品
を買わない

　海洋プラスチックごみ問題や
地球温暖化などの解決に向けた
一歩として、７月１日から全国一
律でレジ袋が有料に。マイバッ
グやマイボトル、マイストローを
積極的に利用して、プラスチック
ごみを減らしましょう。

●�マイバッグ、マイボトル、マイストローで
プラスチックごみを削減

�レジ袋有料化については経済産業省相談窓口
　　事業者向け ☎0570-000930
　　消費者向け ☎0570-080180

　今年3月で閉館したあたご歴史資料館。収蔵していた
平和資料を本市が受け入れ、戦争体験者や有識者らを

交えて、今後の収集や展
示方法などを話し合って
います。会議報告は本市
ホームページ
に掲載してい
ます。

●�平和資料の今後を検討

�文化国際課 ☎027-898-6992

　可燃ごみの中に紙やプラ容器などの資源を混入させ
ないため、徹底して分別しましょう。ごみ収集カレンダー

を確認して、資源のさらなる分
別に協力をお願いします。ごみ
収集カレンダーはホームページ
やアプリからも見ら
れます。

●ごみを分別して減量を

ごみ減量課 ☎０２７‐８９８‐６２７２

●�空き家をリフォームして活用
する

※空き家対策補助金の対象
になる場合があります

�各所・各課

2233 市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　　  027-224-3003FAX 広報まえばし　令和２年８月１日号


